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＜連絡事項＞
・夜間の常備薬（カロナール、ラピアクタ、タミフル）はインフルエンザ対策期間中、各病棟で保管する事になります。Bユニット救急カートへ入れておきます。

　

＜患者様連絡事項＞

＜患者様の退院について＞
・2/1　10時　　宮地　久美子様　初外来日：2/10　11時

・2/2　10時30分　山辺　博彦様　初外来日：2/10　14時（あおぞらクリニック）

・2/2　11時　　　佐藤　守様　　初外来日：2/13　やまばと寮受診日

・2/8　荒谷　郁子様　北海道の田中病院へ転院後、施設入所で調整中。

・山辺　博彦様～東B2→東B1へ移動。

・中居　松男様～東B2→東B1へ移動。

＜インフルエンザの隔絶解除者＞

・1/31　木村　格治様・佐藤　守様・宮地　久美子様

・2/1　三浦　久司様・柿本　榮子様・河原木　泰志様・坂本　恵様　＊発熱ない場合。

＜隔離患者様ケース検討＞
・小林　浩哉様～終日隔離中。皆を気にする発言はあるが、スタッフ対応は穏やか。発熱はなく経過している。引き続き、精神症状の観察をし、処遇改善を図れるよう介入していく。
・澤村　彬　様～終日隔離中。食事は自室で摂取。嚥下状態は良好。室内を歩き回り、ドアノブいじりしている。帰宅要求はあるが、部屋から出ようとする事はない。引き続き、薬剤調整に伴う副作用症状に注意し、日常生活援助を行っていく。

・中川原　義雄様～終日隔離中。夜間はまとなりのない発言があり、浅眠で経過。日中はまとまりのない発言や大声を出す事もなく、対応も穏やか。引き続き、精神症状の観察をし、処遇改善を図れるよう介入していく。

＜要注目患者様ケース検討＞

・鳥谷部　洋次様～酸素2L流入中。指示の点滴施行。酸素飽和濃度低下なし。バイタルサイン異常なし。痰絡みの咳嗽聞かれている。

・寺地　啓喜様　～声高に会話調の独語・空笑があり午後より叫ぶ事がある。同室者の物音がうるさいと訴える為、環境調整している。内服薬の拒否はない。

　　　　　　　　　発熱ないが、咽頭痛あり食事の残食がある。

・北野　はるゑ様～不眠で経過しており、3時より入眠している。その為日中に眠気が残り、傾眠で経過。食事は自力で摂取出来ている。担当医へ報告し、ブロチゾラム1T臨時薬処方となる。

・池野　功一様～午前中、体温38.0℃。午後より38.7℃　臥床傾向で手指振戦みられている。朝食は介助で主1/2　副全量　昼食摂取出来ず、水分のみ摂取出来ている。田名部Drへ報告し、カロナール（200）2T　1回分処方となっている。

・巴　勇樹　様～体温38.7℃。頭痛の訴えあり、田名部Drへ報告しカロナール（200）2T　1回分処方となっている。

＜馬渡Dr診察状況＞

・寺地　啓喜様　～幻聴があり「4人の声が聴こえる。司会とアナウンスと･･･。」と話す。

　　　　　　　　カルテに幻聴・妄想の内容を記載の指示。ロナセン（8）→（12）へ増薬。

　　　　　　　　本人、自宅退院は望んでいない（母様が本人の年金を数万円取る）為、退院先を検討していく。

・宮地　久美子様～2/1　退院の為、退院時処方10日分処方となる。

・坂本　恵　様　～入院に至った経緯を振り返り「自分じゃなく誰かにやらされた。」と

　　　　　　　　　話している。オランザピン追加処方となり、他は同内容で処方となる。

・近田　雅ニ様　～現在エプリッチ1日2本で摂取中だが、栄養価をアップしたいとの事で今後検討していく。落ち着いている為、オランザピン止めとなり、

　　　　　　　　　他は同内容で処方となる。

・聖前　富次郎様～夜間の睡眠不安定であり、ロラゼパム追加となる。

・新町　徳雄　様～臨時薬同内容で7日分処方となる。

・竹内　　功　様～入院治療に納得できず、声を荒げる事がある。臨時薬同内容で7日分処方。2/10自宅退院予定。退院後は東八戸病院とハートクリック受診予定で紹介状を作成していくとの事。

